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	注意:オリゴデンドロサイトミエリン糖タンパク質 (OMG) とミエリン-オリゴデンドロサイト糖タンパク質 (MOG) を混同しないでください。,機能:中枢神経系における髄鞘形成に必要な相互作用プロセスに寄与する細胞接着分子です。,PTM:Ser/Thr に富む繰り返しドメインが O-グリコシル化されています。,類似性:8 つの LRR (ロイシンに富む) 繰り返し配列を含みます。,サブユニット:RTN4R に結合します。,組織特異性:中枢神経系のオリゴデンドロサイトとミエリン。,注意:オリゴデンドロサイトミエリン糖タンパク質 (OMG) とミエリン-オリゴデンドロサイト糖タンパク質 (MOG) を混同しないでください。,機能:中枢神経系における髄鞘形成に必要な相互作用プロセスに寄与する細胞接着分子です。,PTM:Ser/Thr に富む繰り返しドメインが O-グリコシル化されています。 .,類似性:8つのLRR（ロイシンリッチ）リピートを含みます。,サブユニット:RTN4Rに結合します。,組織特異性:中枢神経系のオリゴデンドロサイトとミエリン。,
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	OMG抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	OMGポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析

